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研究成果の概要（和文）：スペイン語圏の各国憲法の言語についての規定、国名形容詞、立法・行政・司法の基本的用
語の相違、これらの用語と日常語調査結果とを比較した。憲法に公用語規定がない国は、法律レベルの規定を調査した
。アメリカ合衆国憲法と日本国憲法の表現効力について、スペイン語版の未来形とを定量的に比較した。ペルー・スペ
イン語の地域特徴をケチュア語の影響も視野に入れ、裁判記録を含む現地収集のコーパスを対象に人称代名詞脱落、使
役構文等を調査・分析した。比較憲法学の観点から、初期のスペイン、ペルー、日本の交流の中で、人民主権原理の伝
播、法制度と植民地統治原理、多文化共生、立憲君主制、立憲主義の概念等を比較検討してきた。

研究成果の概要（英文）：The legislative, administrative and judicial basic terms in the constitutions of 
the Spanish-speaking countries are examined and compared among countries and with the results of surveys 
of colloquial usage. In the constitutions the provisions about languages, proper adjectives, etc. are 
examined. The illocutionary force of the Spanish versions of the constitutions of the United States and 
of Japan are compared quantitatively. As results of the field study and the corpus of the Peruvian 
(Andean) Spanish, we were able to observe the characteristics in the loss of personal pronouns, causative 
sentences,etc that could be considered as influences of Quechua. The propagation of the popular 
sovereignty principle in the initial interchange of Spain, Peru and Japan, the concepts of legal system 
and colonial rule principle, multiculturalism, constitutional monarchy, constitutionalism, etc. are 
considered and compared from the point of view of the comparative constitutional law.

研究分野： スペイン語学
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１． 研究開始当初の背景 
1990 年代初頭から増加し、すでに定住化

傾向を見せつつある在日外国人の存在によ
って、中国語、韓国語、ポルトガル語、スペ
イン語といった言語的関心のみならず、司法
通訳の必要性と 2009 年 5 月からの裁判員制
度導入等から、それに応じた特定領域言語と
しての法律スペイン語への関心は高まって
きた。この領域に関する学会や研究会が次第
に組織され精力的に活動しているのはその
証左である（一例として、学会としては 2009 
年に設立された「法と言語学会」がある）。 
 言語学の分野において、法律言語への関心
は年々高まりつつあるが、それはもはや教育
や通訳・翻訳といった実務に直結する理由と
いうよりは、当該言語の内包する言語の豊か
さや複雑さゆえの理論的かつ言語学的魅力
によるものである。同時に近年の法律スペイ
ン語に関する研究には、法制度のなかに位置
づけてその文脈を解明していく必要性が強
く見て取れるのであり、法学者と言語学者の
協働研究や学会発表がしばしば見られるよ
うになってきた。法律スペイン語に関する研
究において見られる観点は、主として次の二
点を摘示できる。第一に、翻訳や特定領域第
二外国語教育をねらいとした応用言語学的
研究であり、第二に、様々な言語学的観点か
らの法律スペイン語に関する分析を含むよ
り理論的研究である。第二の点については三
つにまとめられる。一つ目が、文書作成にお
ける語彙選択や言語的規範性を高めること
によって法律家や通訳者のニーズに応える
ためのテクニカルタームの確立である。次に、
ある法律関連文書の構成や立論のより明確
な理解を可能とする個別の文法的諸要素の
研究（形態統辞論）であろう。そして最後に、
様々な形態の文章や公共空間における法律
用語の使用の重要性を示す文章の研究であ
る。 
 
２． 研究の目的 
在日スペイン語話者の多くがペルー出身

者であるという現実的要請に鑑みつつ、法の
諸領域にわたる法律スペイン語をペルーの
それを中心に据え、法学領域からの法制度の
位置づけとともに、語彙、文法、文脈的なレ
ベルから言語学的分析を行うものである。同
時にこの研究は、このようにして（１）特定
領域スペイン語教育と（２）通訳・翻訳の実
務領域に対して、理論的基礎を提供すること
を試みる。本共同研究を構成するメンバーに
はすでに足かけ 5 年にわたる法律スペイン語
に関する成果があり、本研究は言語学と法学
の理論的協働を最終目的とし、法律分野にと
どまらない特定外国語研究に対する方法論
的示唆を導出することをねらいとしている。 
 
３．研究の方法 
 法律スペイン語を対象に、語彙・意味、形
態、統辞、談話の各レベルにおいて言語分析

を行う。資料として（１）スペイン語圏諸国
の憲法、刑法などの条文、（２）裁判等の場
面での録音録画資料および（３）判決文・供
述書等の文字資料の３種を用いる。対象はペ
ルーを主とするが、比較対象としてスペイン
語圏諸国や日本等の憲法や法律のスペイン
語訳も対象に取り上げる。また日常語との比
較も必要であるのでスペイン語地域差研究
（方言研究）としてペルーのアンデススペイ
ン語の特徴についての研究も進める。分担者
川畑博昭が持つペルーの裁判所・検察庁等の
官公庁との繋がり、分担者アナ・イサベル・
ガルシア・テソロが持つスペインおよびペル
ーでの人的繋がりにより裁判等の録音録画
資料、判決文・供述書等の資料をペルーおよ
びスペインで入手する。またスペイン等で行
われる法律スペイン語および特定領域スペ
イン語に関する国際学会で、同分野研究者と
の意見交換を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

＜役割分担＞ 
① 堀田：言語学 
② ガルシア：言語学 
③ 川畑：比較法学 

 
 
４．研究成果 
（１）ペルー、スペインを含むスペイン語を
公用語とする 21 か国（プエルトリコも同等
に扱った）の法律を言語学的に研究するため
に、各分野の法律の基となる憲法を対象とし
て、一部日本国憲法及びアメリカ合衆国憲法
の準公的スペイン語訳も含めて、言語学的に
比較分析した。 
① 組織名・職名（国会、行政の長、司法）

の基本用語は、スペイン語圏諸国間で相
違があり、また日本国憲法スペイン語訳
で使われている用語には、スペイン語圏
諸国憲法では使われていないものがあ
ることを明らかにした。 

② 憲法条文上の用語を、教養ある階層の口
語スペイン語日常語の語彙調査で現在
までに公刊されている 10か国 14都市の
語彙の調査結果と比較対照することで、
各都市のインフォーマントの 62%から
94%が、調査時点の憲法条文上の語形を
回答していることを示し、言語の地域差
研究としては、これらの語は他の種類の

 

  

①形態/統辞/語彙研究 

③法制度・法律用語 

②南米スペイン語/言語接触 



語と別の扱いをする必要があることを
提案した。また語彙調査年が近年になる
ほど、当該国の憲法条文上の語との一致
率が低くなる傾向が弱いながらも見ら
れることを示した。 

③ スペイン語圏諸国の国名・首都名の形容
詞形を、憲法条文上の語形とスペイン王
立アカデミーが提示している語形等と
比較分析した。アカデミーが提示してい
る世界の国々の国名形容詞形を形態論
から分析し、性による語形が違うものと
そうでないものの分類等を提示した。ま
たアカデミーが提示した語形は規範と
してであり、現時点では、実際にはあま
り用いられていないものもあることな
どを示した。 

④ スペイン語圏各国憲法条文に示されて
いる言語名から、公用語、先住民・少数
派言語についての規定、国際人権規約で
の記載との比較分析をした。 

⑤ 21 か国の内、16 カ国は憲法に公用語規
定があり、それがないアルゼンチン、ウ
ルグアイ、チリ、プエルトリコ、メキシ
コ、そして日本では、法律レベルで規定
されていて、プエルトリコとメキシコは、
国の公用語を規定する法律を持ってい
る。その他の国々は、司法の場面や教育
などを規定する個々の法律のなかで、各
公的場面での公用語を規定しているこ
とを明らかにした。 

⑥ 法言語学の先行研究（Inoue. 1991）へ
の吟味を含め、アメリカ合衆国憲法の法
助動詞と日本国憲法における表現効力
について、スペイン語版における命令の
意味の未来形を対比させ定量的比較を
した。これは（３）④の「立憲主義」概
念の把握、再定義への言語面からの考察
となる。 

（２）在日スペイン語話者の多くをしめる出
身国であるペルーのスペイン語（アンデス・
スペイン語）の研究として 
① 現地で採集した口語スペイン語コーパ

スを資料に、音声、語彙、統辞の特徴に
ついて調査分析した。直接目的格弱形人
称代名詞が脱落、脱落しない場合も先行
詞に性、数を一致させず中性形 lo を使
うこと、他動詞文を使役文として表現す
るといった統辞特徴など標準スペイン
語との違いが見出された。これらは先住
民言語ケチュア語との接触によって誘
導された変化と考えられる。 

② ペルー国ラ・リベルタ県の高等検察庁で
収集した裁判等の記録の言語分析も行
った。この成果は、今年刊行予定の書籍
の一章等で公開する。（なお司法分野で
の口語資料とするためのビデオ記録を
提供するとの約束を得たものの、研究期
間内の受領はかなわなかった。） 

（３）比較憲法学の観点から、 
① 日本とイベリアとの異なる文化の接触

により、日本における 16 世紀以降の人
民主権原理（抗議性・抵抗の姿勢）の歴
史的源泉がイベリア（例えばラス・カサ
スの思想）にある可能性を見出した。 

② 大航海時代の文書から読み取れる愛知
県における歴史上のキリシタンの姿勢
から考える現代の多文化共生の規範的
意味合いを問題提起した。 

③ 立憲君主制とされる現代のスペインと
日本の共通点と相違点を明らかにした。 

④ スペイン語圏での「立憲主義」の概念規
定と使用法を明確にしつつ、ペルーにお
ける「立憲主義」の歴史的文脈を「統治」
と「経済」の 2 つの領域からつかみ出し
た。この 2 つの領域の存在自体がペルー
における憲法の歴史を指し示すが、両者
に貫かれているのは、国内の権力構造の
みならず、国家間の格差構造への抗議的
意味合いである。これは、講学上の概念
としての主権論にほかならない。ペルー
の国家史に見出せる「人民による権力」
と「それに基づく憲法」との〈一体的か
つ統一的把握〉の可能性は、理論的に「権
力制限の論理」としての従来の「立憲主
義」概念の把握の再検討を提起した。 
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